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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】表面に電荷を収集するための金属エレメントを
備えたウインドタワーのブレードおよび移動または静止
構造を保護するための手段を提供する。
【解決手段】ウインドタワーブレードまたはその他の移
動式または静止構造を保護するための可変無線周波数電
磁補償デバイスであって、保護されるエレメントの外部
コレクタを備えたデバイスの接続の一方が一方の側に装
填され、アースとの接続の他方が、他方の側で装填され
た接続の２つの導電性アダプタ１、２と、第１、第２の
導電性エレメント７、８の間に配置され、誘電絶縁体９
からなる周波数共振器の両側で夫々が２つのアダプタに
接続され、周波数を下げ、熱の形態で生成されたエネル
ギの一部を吸収する、高周波電流の通路に対する高リア
クタンスの２つのエレメントと熱の形態のエネルギの吸
収体を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウインドタワーブレードまたは他の可動または静止構造物および一般に電荷を収集する
ための可動および静止エレメントにおいて、直接大気放電に対してシステムを保護するの
に適用可能であるとともに、 近くの環境で、雲の間の正または負の大気放電から来る電
磁波に影響を与える可能性がある電磁パルスおよびタワーまたは放射アンテナの放射、電
気通信、任意のタイプのレーダ、または他の発生源に由来する電磁波を保護するのに適用
可能な、ウインドタワーブレードまたは他の可動または静止構造物を保護するための可変
無線周波数電磁補償デバイスにおいて、
　接続のための、２つの導電性アダプタ（１、２）であって、一方側で保護される前記エ
レメントの前記外部コレクタとの前記デバイスの前記接続から充電される第１のアダプタ
（１）と、他方側で前記アースとの接続から充電される第２のアダプタ（２）と、
　周波数共振器（７、８、９）の両側に接続されるとともに、それぞれが前記２つのアダ
プタ（１、２）に接続され、高周波電流の通路に対して高リアクタンスでと、熱の形態の
エネルギの吸収体の、充電される２つのエレメント（３、４）であって、前記第１のアダ
プタ（１）に接続され、高周波初期電流の前記通路に対する起電力に対する力生成し、前
記周波数を低下させ、熱として生成されたエネルギの一部を吸収する第１のエレメント（
３）と、前記第２のアダプタ（２）と接続され、前記電流が前記周波数共振器（７、８、
９）を通過した後で、前記残余エネルギを吸収し、前記低周波電流のみを通過させる第２
のエレメント（４）と、
　それぞれが、高周波電流の前記通路に対する高リアクタンス素子と、熱の形態のエネル
ギ吸収体の前記第１および第２のエレメント（３、４）を接続する第１および第２の導電
性エレメント（７、８）との間に位置する誘電絶縁体（９）により構成された、前記適切
な電磁補償デバイスを構成する周波数共振器と、
を少なくとも備えた、ウインドタワーブレードまたは他の可動または静止構造物を保護す
るための可変無線周波数電磁補償デバイス。
【請求項２】
　前記エレメント（１、２、３、４、７、８）は、気密ボックスに内蔵され、その両側外
部に留まる前記アダプタ（１、２）を除いた、前記エレメントのすべてが、前記気密ボッ
クス（１０）内に収納され、絶縁される、請求項１に記載のウインドタワーブレードまた
は他の移動または静止構造を保護するのための可変無線周波数電磁補償装置。
【請求項３】
　前記内部エレメントを固定し、周波数共振器（７、８、９）が前記ボックス（１０）の
壁に接触するのを防ぎ、その動作中にアークが形成されるのを防ぐように、前記ボックス
（10）内部に、絶縁材料の両方のサポート（5）が存在することを特徴とする、請求項２
に記載のウインドタワーブレードまたは他の移動または静止構造を保護するための可変無
線周波数電磁補償装置。
【請求項４】
　ボックス（10）は、200℃まで耐えることができる、機械的および耐火性の保護を備え
た、防水性および気密性の断熱材から作られることを特徴とする、請求項２または３に記
載のウインドタワーブレードまたは他の移動または静止構造を保護するための可変無線周
波数電磁補償デバイス。
【請求項５】
　前記ボックスの内外で常に同じ圧力がかかるように、前記ボックスの内部過圧を取り除
くために、並びに、存在する可能性のあるボックス内の湿気を取り除き、湿気がボックス
内に入らないように、前記ボックス（10）には、内部から外部に圧力通気弁が組み込まれ
、湿度と空気の入口まで気密になっていることを特徴とする、請求項２乃至４のいずれか
一項に記載の、ウインド力タワーブレードまたは他の移動構造または静止構造を保護する
ための可変無線周波数電磁補償デバイス。
【請求項６】
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　前記ボックス（１０）が少なくとも２つの圧力通気バルブ（６）を有することを特徴と
する、請求項５に記載のウインドタワーブレードまたは他の移動または静止構造を保護す
るための可変無線周波数電磁補償装置。
【請求項７】
　前記ボックス（１０）が４つの弁（６）を有することを特徴とする、請求項６に記載の
ウインドタワーブレードまたは他の移動または静止構造を保護するための可変無線周波数
電磁補償デバイス。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書のタイトルに記載されているように、本発明は、利点を有して設計される機能
に、以下に詳細に開示される特性を提供する、ウインドタワー（wind tower）のブレード
または他の移動または静止構造を保護するための可変無線周波数電磁補償デバイスに言及
する。
【０００２】
　本発明の目的は、直接大気放電に対して、およびその近くの環境で、雲間の正または負
の大気放電から来る電磁波に影響を与える可能性がある電磁パルスに対して、および、タ
ワーまたは放射アンテナの放射、電気通信、任意のタイプのレーダ、または他の発生源に
由来する放射に対して、表面に電荷を収集するための金属エレメントを備えたウインドタ
ワーのブレードおよび移動または静止構造を保護するための手段を提供することを目的と
する装置に言及する。
【０００３】
　この発明の応用分野は、電荷の収集に対して金属構造物を保護するための製造装置、シ
ステムおよびデバイスに係合した産業セクタ内にある。
【背景技術】
【０００４】
　現在の最先端技術への言及として、少なくとも出願人は、ここに請求されているものと
同じ、または同様の技術的および構造的特性を持つ、電荷を集めるための、または任意の
他の類似の応用のための、金属エレメントを有する、任意の他の電磁補償デバイス、また
は、ウインドタワーブレード、または他の移動または静止構造物を保護するために適用さ
れた、任意の他の発明の存在に気付いてないことを引用する必要がある。
【０００５】
　発明が提案する、ウインドタワーのブレード、または他の移動または静止構造物を保護
するための可変無線周波数電磁補償装置は、前述したように、雲間の大気放電から来る直
接大気放電に対して、並びに、その近くの環境で電磁波に影響を与える可能性がある、正
か負のいずれかの電磁パルスに対して、そして、タワーや放射アンテナからの放射、テレ
コミュニケーション、任意のタイプのレーダ、または他の発生源からの放射に対して、表
面に電荷を収集するための金属エレメントを備えたウインドタワーのブレード、および移
動または静止構造物を保護することを目的として有する。
【０００６】
　本願の装置は、個々のケースに応じて、保護される構造物の内部または外部に配置する
ことができるけれども、望ましくは内部に配置され、いずれの場合でも、保護される構造
物の外部収集エレメントと、アース（earth）との間で相互接続されるように構成される
。ウインドタワーブレードを保護する場合、デバイスは、ブレード内に配置され、（ブレ
ードが移動するか否かに応じて）ブレードの移動または静止収集エレメントとアースへの
接続との間で相互接続される。
【０００７】
　保護デバイスは、周辺環境における電界の出願による大気起源の、または、例えば、ウ
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インドタワーブレードのコンスタントな動き、またはクレーンの移動、または移動式望遠
鏡の移動のような、電荷収集エレメントのコンスタントな動きによる、および大気起源の
、または放射塔（radiant tower）のような外部起源に由来する可変無線周波数電磁パル
スによる、電力供給（electrification）による帯電が十分に蓄積されたときに活性化さ
れ、高周波電流の通路に対して最初に高リアクタンス効果（起電力に対する力）を実行し
、それを熱に変換し、通路を低電流のままにし、最終的に、外部の移動または静止収集エ
レメント（たとえば、ブレード）への接続とアース接続との間に存在する電荷の補償を実
行する。補償効果は、デバイス内に存在する電位差の所定の値でアクティブになり、この
電位値を超えるすべての電荷を補償し、アセンダントマーカ（ascendant markers）が、
移動または静止外部収集エレメントに、形成されるのを防止する。
【０００８】
　本発明の目的である可変無線周波数電磁補償装置は、放射塔、通信、レーダ、AM、FM信
号などの他、さまざまな構造物内の可変無線周波数の共振モードの解析に関連する調査の
ような、大気現象に存在する、および大気現象で生成された電磁パルスおよび外部ソース
から派生された電磁パルスに存在する、周波数スペクトルの知識の結果である。
【０００９】
　この発明のデバイスオブジェクトの設計は、また、０．４ＧＨＺ乃至１．９ＧＨｚの周
波数スペクトルにおいて互いに比較可能な異なる瞬間(different moments of time)にお
ける電界Ｅ、磁界Ｈおよび表面電流密度Ｊの分布に関するシミュレーションにより得られ
た無線周波数電磁場の結果についての研究にも基づいていた。この場合、主として前記周
波数（０．４ＧＨｚ乃至１．９ＧＨｚ）において、放電を容易にする電磁無線周波数の共
振器のように動作する、この発明のデバイスオブジェクトの設計の結果を達成する、ＧＨ
ｚの所定周波数で主共振モードを有し、残りの周波数スペクトルでほぼ連続する傾斜モー
ド（oblique mode）を有する電磁場の共振構造の潜在的な設計が結論付けられた。これら
の放電は、可変無線周波数電磁場の吸収および異なる符号（ほとんどが正の電荷およびイ
オン）を有する電荷の再結合により生じる。これは、静的な電場と磁場、並びに異なる周
波数での共鳴電磁場の関与作用（participative action）により生じる。どちらの作用も
、静電界によって促進される移動性の作用（action of mobility）により、電荷の補償が
刺激される、無線周波数電磁場の影響により、近接した閉じ込めゾーン（close confinem
ent zone）に（一時的にトラップされて）関与し続けるので、電荷の組み合わせを容易に
する。
【００１０】
　したがって、本発明の装置は、動作原理として、一方で、高周波電流の通路に高リアク
タンスで作用し、それを熱に変換し、低周波電流のみを通過させ、他方で、可変無線周波
電磁界を補償し、可変無線周波数電荷の、所定の電位差（10乃至20 KVの範囲）からの一
定のシンクとして動作する。
【００１１】
　これらのプロセスは、デバイスの閉じ込め（confinement）、すなわち、気密防火ボッ
クスで行われるが、その永続的でほぼ継続的な活動は、広範囲にわたる環境、具体的には
、デバイスの両方の端子に接続されたすべての導電性構造において、直接に、または電気
的導通（electric continuity）により感知される。なぜならば、均一化、材料間の伝導
率、および熱化（thermalization）という補償プロセスは、不均衡な局所環境における導
電性手段間の拡散を刺激するからである。
【００１２】
　上記の研究に基づいて、そしてデバイスが、電磁補償能力に限界があり、基本的に、保
護対象の構造物（例えば、ウインドタワーのブレード）の移動または静止コレクタに蓄積
された電荷がデバイスに伝導される速度に依存し、並びに、デバイスが接続されている接
地抵抗の値（デバイスへの電荷の伝導が良好になるように、常に１０オーム未満である必
要がある）、および伝導電流の周波数スペクトルの値に依存することを念頭に置くと、こ
のデバイスをインストールすることにより、アースへ流れる低強度電流の可変吸収が達成
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され、内蔵された、保護される構造物の移動または静止外部収集システムが、（それ自体
の移動、または大気起源の電場の可能な変動から派生する）アセンダントマーカを生成す
るのを回避するとともに、外部から放射された可変周波数電磁パルスのカップリング（co
upling）と、前記コレクティングデバイスにおける静電荷の、可能性のある飽和を回避す
る。
【００１３】
　このため、具体的には、デバイスは、必須的に、一方が、保護されるエレメントの外部
コレクタと接続され、他方がアース接続と接続されたデバイスの接続から充電される、２
つの接続導電性アダプタと、高周波電流の通路に対する高リアクタンスの２つのエレメン
トと、熱の形態のエネルギ吸収体と、を備え、一方のエレメントは、初期高周波電流の通
路に、起電力に対する力を発生するために充電され、周波数を低下させ、熱の形で発生さ
れたエネルギの一部を吸収し、最終的に他のエレメントに到達し、両導電性エレメント間
に配置され、基本的に周波数共振器を形成する誘電絶縁体によって形成された中央システ
ムを電流が通過した後、この他方の高リアクタンスエレメントが、残余エネルギを吸収し
、低周波電流のみを通過させる。
【００１４】
　さらに、好適実施形態において、前記デバイスは、絶縁材料の２つの支持体を備え、前
記エレメントをボックス内に固定し、次に、非常に重要な概念であるが、通常の補償およ
び動作のプロセスにおいて、前記システムの導電性エレメント間に電気アークが形成され
るように、誘電絶縁体の中央システムが、前記ボックスの壁に接触するのを回避する。
【００１５】
　その一部に、誘電絶縁体とその両側に配置された前記２つの導電性エレメントによって
構成される前記中央システムが、適切な共振器および電磁補償器を形成する。
【００１６】
　ボックスは、望ましくは、必須的に、ボックスの両側の外部に配置された、接続導電性
アダプタを介してのみ、電荷が流入し、共振器の動作条件を変化させたり、絶縁体の損失
を引き起こす可能性のある、帯電した空気または水の吸入が存在しないように、および最
小２００℃まで耐える必要がある、内部で発生する熱条件に耐えることができる、機械的
および防火保護機能を備えた、防水性および気密性ボックスである。
【００１７】
　デバイスはさらに、ボックスに内蔵され、ボックスの内外で常に同じ圧力がかかるよう
に、ボックスの内部過圧を取り除くように、並びに、存在する可能性のあるボックス内の
湿気を取り除き、湿気がボックス内に入らないように、装填された、湿度と空気の入口に
気密な、内側から外側への一連の圧力通気バルブを備える。
【００１８】
　望ましくは、ボックスを破壊する可能性がある過度の加圧がボックス内に存在しないよ
うに、ボックスは、４つの圧力通気バルブを備えるが、そのような数は変化することがで
き、除去しようとしている空気の測度と量に依存する。通常は、最小で２つ、最大では、
４つのバルブがある。
【００１９】
　最後に、このデバイスの開示されたエレメントは、いくつかの幾何学的形状を有するこ
とができることに留意する必要がある。それは設計される構造物に関する保護要件と設計
に依存する。
【００２０】
　いずれにせよ、１つの前提は、可変無線周波数電磁補償デバイスが正しく動作するため
に、使用する材料の導電性および前記誘電エレメントの絶縁度に依存して、誘電絶縁体の
両側に配置されている導電性エレメントは、具体的な分離が必要であることを念頭に置く
必要がある。実行されている説明を補足するため、そして、本発明の特徴の最良の理解を
助けるために、本明細書にその不可欠な部分として添付されるのは、制限ではなく説明の
ために、唯一の図番号１で表される図面である。
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【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】含まれる主要な部品とエレメント、およびその構成と配置が表示される、本発明
の可変補償デバイスオブジェクトの実施形態の例の側面斜視の概略図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　開示された図１を見ると、それに採用された数字に従って、本発明の可変無線周波数電
磁補償デバイスの実施形態の非限定的な例を見ることができ、これは以下に詳細に説明さ
れるものを含む。
【００２３】
　前記図からわかるように、この発明のデバイスは、一般には電荷を収集するために、お
よび、その近くの環境において、雲間の大気放電により影響を受ける可能性がある正また
は負の電磁パルスを保護するために、ウインドタワーブレードまたは他の移動または静止
構造および移動及び静止エレメントにおける直接大気放電に対して保護するとともに、タ
ワーまたは放射アンテナ、電気通信、任意のタイプのレーダ、または別の発生源からの放
射から来る電磁パルスに対して保護するシステムとして適用可能であり、少なくとも、以
下の必須のエレメントを備える。
　－接続の2つの導電性アダプタ（1、2）、保護されるエレメントの外部コレクタとデバ
イスの接続のために一方の側に装填された第１のアダプタ（1）、アースとの接続のため
に、他方の側に装填された第２のアダプタ（２）、
　－周波数共振器（７、８、９）の両側に接続されるとともに、それぞれが前記２つのア
ダプタ（１、２）に接続され、高周波電流の通路に対して高リアクタンスであり、熱の形
態のエネルギの吸収体の、充電される２つのエレメント（３、４）であって、前記第１の
アダプタ（１）に接続され、高周波初期電流の前記通路に対する起電力に対する力生成し
、前記周波数を低下させ、熱として生成されたエネルギの一部を吸収する第１のエレメン
ト（３）と、前記第２のアダプタ（２）と接続され、前記電流が前記周波数共振器（７、
８、９）を通過した後で、前記余剰エネルギを吸収し、前記低周波電流のみを通過させる
第２のエレメント（４）と、および
　－前記第１および第２の高リアクタンス素子と、通過高周波電流および熱の形態のエネ
ルギ吸収装置の接続（３、４）にそれぞれ接続する、第１および第２の導電性エレメント
（７、８）の間に配置された誘電絶縁体（９）で構成され、適切な電磁補償デバイスを構
成する周波数共振器。
【００２４】
　さらに、好ましくは、前記エレメント（１、２、３、４、７、８および９）は、気密ボ
ックス（１０）に組み込まれる。そのため、それらの両側に外部に配置されたままのアダ
プター（1、2）を除いて、それらのすべてがその中に収容され、絶縁されたままになる。
【００２５】
　ボックス（10）の内側には、絶縁材の両方のサポート（5）が存在する。その内部エレ
メントを固定し、周波数共振器（７、８、９）が前記ボックス（１０）の壁に接触するの
を防ぎ、その動作中に電気アークを形成することができる。
【００２６】
　好ましくは、ボックス（１０）は、断熱性の防水性および気密性の材料でできている。
機械的保護および防火保護を備え、最大200℃の温度に耐えることができる。
【００２７】
　加えて、好ましくは、箱（１０）は、ボックスの内外で常に同じ圧力がかかるように、
　　また、存在する可能性のあるボックス内の湿気を取り除き、湿気がボックス内に入ら
ないように、ボックスの内部過圧を取り除くように装填された、内側から外側に、そして
湿気および空気の入口に対して気密な、圧力通気弁（６）を内蔵する。
【００２８】
　好ましくは、ボックスは４つの圧力通気弁（６）を有し、最小で２つの弁（６）を有す
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る。本発明の性質、およびそれを実施する方法が十分に開示されている、その範囲と、そ
れから生じる利点を理解する当業者にとっては、もはやその説明を拡張する必要はないと
考えられる。

 

【図１】
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